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今月の内容 ●異物の元素分析 

●４半世紀ぶりの腐食コスト調査から 

●木質系エンボスマットの開発  
●ヒスタミンセンサ 

異物の元素分析 

品質管理や事故原因を解明するために、

機械や食品などに混入した小さな異物の分析

が必要となる場合があります。 
 異物が有機物（プラスチックや布など）で

あれば、ガスバーナー等で燃やした時、水蒸

気や二酸化炭素等の気体となって消失します。 
磁石につくかどうかを調べることも異物の材

質を知る上で大きな手掛かりとなります。磁

石につけば鋼又はコバルトやニッケルの合金

であることが考えられます。この中で最も可

能性の高いものは広範囲に使用されている鋼

です。しかし、鋼の中でも台所のシンクなど

に用いられている 18-8 ステンレス（クロム
～18%、ニッケル～8%）に代表されるオー
ステナイト系ステンレス鋼は磁石につきませ

ん。鉄とニッケルを含む合金でありながら磁

石につかないのは不思議に思われるかもしれ

ません。しかし、包丁などに使われているス

テンレス鋼は磁石につきます。このような違

いは、クロムやニッケルの量が異なっている

ためです。このような場合には、含まれてい

る元素の量を調べることになります。 
異物の元素分析を行う場合には、蛍光Ｘ

線分析装置や電子顕微鏡にとりつけられてい

るＸ線分析装置がよく用いられます。 
これらの分析では、試料に電子線（電子

顕微鏡による分析）やＸ線（蛍光Ｘ線分析） 
 

 

 

を照射し、試料表面から放出される特性Ｘ線

を検出します。特性Ｘ線は元素に固有のエネ

ルギー（又は波長）を持っているので、エネ

ルギー（又は波長）分布を調べることで含ま

れている元素を知ることができます。電子線

とＸ線は性質が異なるため、電子顕微鏡によ

る分析では試料表面から約数μｍ、蛍光Ｘ線

分析による分析では約数十μｍまでの深さの

情報が得られます。これらの分析を行うこと

により、非破壊で異物のおおまかな組成を知

ることができます。組成がわかれば、表に

示したように異物のおおよその用途がわかり

ます。 
これらの分析結果と異物が発見された環境

を考えあわせることで、問題解決に近づいて

いくことができます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 

検出された元素 主な用途 

鉄、クロム、ニッケ

ル 
台所用品、機
械部品など 

銅、亜鉛 電気部品など

水銀、すず 歯科用材料 

鉛、すず はんだ 
 
 
 
 

    技術支援部 材料技術室 清水彰子（akiko@aichi-inst.jp） 
    研究テーマ：光触媒性能評価試験法の標準化 
    指導分野 ：鉄鋼及び非鉄の成分分析 
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